
様式【学校評価資料】 総社小学校
学校関係者評価

達成状況 評価 改善策 達成状況 評価 改善策 自己評価の適切さ

①進んであいさつができていると
いう回答が８５％以上である。
（児童，保護者，教職員）
【人間関係・特別支援教育】

教職員：97.9％
保護者：78.3％
児童：91.8％

Ｂ

・各学年で行っているあいさつ運動の取組をあいさつ運
動強化週間に合わせて紹介する。
・児童会中心のあいさつ運動と地域・ボランティアの方を
巻き込んだあいさつ運動に取り組む。

教職員：97.7％
保護者：79.6％
児童：92.1％

B

・児童会中心の取組や日常の指導により，児童の意識
は高まってきていると感じる。
・今後は，「目的を考えた自発的な」レベルアップしたあい
さつができるように指導していき，家庭や地域でも自然に
あいさつができるようにしたい。

・自己評価は適切である。
・児童会中心の取組が見られるなど，昨年度の課題で
あった「自発的」なあいさつ運動に取り組めており，継続
してほしい。
・保護者の肯定的評価が低い背景には，学校の外や１
対１など少人数の場面であいさつができていないことが
あるのではないか。家庭・地域と連携しながら指導を工
夫してほしい。

②思いやりの心をもって生活して
いるという回答が８５％以上ある。
（児童，保護者，教職員）
【人間関係・特別支援教育】

教職員：97.9％
保護者：92.4％

○周りの人への
優しさ
児童：94.0％

○周りの人の優
しさ
児童：89.5％

Ａ

・相手を尊重する気持ちを育てるために，「さん」を付けて
呼べるように，引き続き指導を続けていく。
・各学級でピア･サポートについて振り返る時間を取る。
また，ピア･サポートができている場をとらえて，価値づけ
るようにする。

教職員：100.0％
保護者：93.1％

○周りの人への
優しさ
児童：91.9％
○周りの人の優
しさ
児童：91.4％

A

・相手を尊重する気持ちを育てるために，授業中は「さ
ん」を付けて呼べるように引き続き指導を続けていく。
・異学年へのピア・サポートを通して，児童は友達に対し
て優しくすることや優しくされることを経験している。ピア・
サポートの目的意識をしっかり持たせ，ＳＥＬの指導をし
たり活動後の振り返りの充実を図ったりして，生活の中
に広げていきたい。

・自己評価は適切である。
・「授業中は『さん』を付けて呼ぶことの指導」，「異学年へ
のピア・サポート」は今後も継続してほしい。
・日常の生活場面で教え合ったり，支え合ったりすること
が自然にできるようにしてほしい。

③誰もが活躍できる機会を作った
り児童同士のつながりを強める活
動を設けたりしているという回答が
８０％以上である。
（児童、保護者、教職員）
【人間関係・特別支援教育】

教職員：93.3％
保護者：90.7％

Ａ

・各学級で，協同学習や仲間づくりの活動に積極的に取
り組み，学級の支持的風土をつくる。
・縦割り活動（縦割り掃除やなかよし活動等）やピア･サ
ポート活動を引き続き推進し，同学年でのピア･サポート
活動も随時取り入れる。

教職員：100.0％
保護者：93.1％

A

・学年で歩調を合わせて，各学級での協同学習や仲間づ
くりの活動を積極的に進めた結果，支持的風土ができて
きたと感じている。不登校の児童が昨年度より減ってい
る。
・児童それぞれのよい行いを教員や児童同士が見つけ
る活動を積極的に行い，互いに認め合い励まし合う関係
をつくり，児童の自己肯定感が高まるようにしていきた
い。

・自己評価は適切である。
・昨年度のアンケート結果と比較すると，今年度は中間
期アンケート調査の時点から教職員の肯定的評価が高
く，意識の高まりを感じた。背景には何があったのか分
析・考察し，来年度に生かしてほしい。

④毎月のいじめ実態把握アンケー
トにより得た情報が全職員で共有
され，いじめの早期対応に役立っ
ているという回答が８０％以上であ
る。
（教職員）
【人間関係・特別支援教育】

教職員：100.0％ Ａ

・毎月のいじめ実態把握アンケートは前からの取組だ
が，アンケートにより発見し早期対応できたことが１学期
に何件かあり，効果を実感できている。
・成功事例を初任者や若手教員の研修にいかす。
・いじめの実態把握アンケートにより得た情報を全教職
員で共有し，いじめの早期発見・早期対応に引き続き取
り組む。

教職員：97.3％ A

・毎月の「こまったことアンケート」（いじめ実態把握アン
ケート）や年２回の教育相談でいじめやいじめにつながる
ケースを発見・対応でき，効果が実感できたので，引き続
き取り組んでいきたい。
・毎週金曜日に情報交換の機会を持ち，いじめ実態把握
アンケートにより得た情報や気になる児童の様子等を全
教職員で共通理解を今後も図っていきたい。

・自己評価は適切である。
・最終アンケート調査では，「そう思う」と回答した割合が
60％から70％に増えた一方で，「あまりそう思わない」と
回答した割合が０から３％に変化している。「こまったこと
アンケート」によって情報が得にくかったのか，それとも得
られた情報への対応への不安が生じているのか，これら
の点を分析・考察し，来年度に生かしてほしい。

⑤睡眠とメディアコントロールを中
心に，基本的な生活習慣が身に付
くように取り組んでいるという回答
が８０％以上である。
（児童・保護者・教職員）
【保健安全】

教職員：93.3％

○早寝・睡眠
保護者：80.4％
児童：75.2％

○メディアルー
ル
保護者：78.4％
児童：78.8％

Ｂ

・メディアコントロール週間を中学校のテスト週間と重ね
て実施したり，幼稚園のがんばりカードの内容を幼稚園
を参考に保護者の取り組む項目を加えたりして，保幼小
中の連携を図り，引き続き家庭を巻き込んだ取組を続け
る。
・本年度は「睡眠」を取りあげた講演会を３～６年生と保
護者を対象に行い，児童と保護者の意識を高めて行動
につなげる。

教職員：91.7％

○早寝・睡眠
保護者：80.4％
児童：74.5％

○メディアルー
ル
保護者：77.0％
児童：78.7％

B

・年間５回のメディアコントロール週間を中心に，減メディ
アや早寝早起き，睡眠時間に関する取組や家庭への啓
発に取り組んできたが，なかなか成果が現れていない。
・「睡眠」についての講演会を３～６年の児童と全保護者
を対象に実施した。睡眠の乱れは，児童の学校生活に
直結し，家庭との連携がかかせない。
・メディアの危険性や睡眠の大切さについて，今後も引き
続き指導していく。
・家庭との連携に向けて，メディアや睡眠について参観日
の授業や懇談で取り上げる。

・自己評価は適切である。
・数字として結果がなかなか出ていないところではある
が，総社東中学校では結果がようやく出てきている。児
童たちが成長し中学生になったときに成果が出るのでは
ないか。長期的展望を持って継続して取り組んでほし
い。
・総社東中学校区「きらめきEAST　幼小中系統表」は具
体的な数字が設定されておりわかりやすい。ぜひとも活
用し，まずはメディアに関するルールを決める家庭が増
えるよう，家庭と連携した取組を心掛けてほしい。

⑥自分のめあてを持って運動して
るという回答が８０％以上である。
（児童，教職員）
【保健安全】

教職員：90.6％
児童：89.5％

Ａ

・体育の授業では，児童が自分のめあてを持つような手
立てや毎時間３０分程度の運動時間の確保に引き続き
取り組む。
・岡山県が進めている「チャレンジランキング」を学年や
学級で挑戦できるように，取り組みやすそうな項目を委
員会活動等で紹介する。

教職員：96.4％
児童：88.1％

A

・体育の授業では，めあてを持って運動できるような手立
てを工夫してきた。
・運動委員会による「チャレンジランキング」の紹介によ
り，長なわ跳びなど限られた場所を使って運動している
が，運動量の確保には至っていない。
・体力テストから「投げる力」と「握力」に特に課題がみら
れた。ドッジボールなどボールを投げる運動や遊具を
使った運動を積極的に勧めていきたい。
・来年度，新しくできる運動場を有効に使い，体力の向上
を図る。運動場の使い方や遊具の使い方を全教職員で
共通理解して指導するようにする。

・自己評価は適切である。
・工事中の狭い運動場の中で，出来る限りの運動ができ
ているのではないだろうか。
・改善策に示されたように，新しく整備された運動場での
より一層の取組を期待するとともに，ケガをする児童がな
るべく出ないよう，運動場の使い方を工夫してほしい。

⑦授業が分かりやすいという回答
が８５％以上である。
（児童，保護者，教職員）
【学力向上】 ○分かりやすい

授業
教職員：97.3％

○授業の分かり
やすさ
保護者：87.6％
児童：90.5％

○学習意欲
教職員：90.9％
保護者：84.8％
児童：88.1％

Ａ

・校内研究では，教員が一人一回の研究授業を行い，相
互に参観・協議を行うことで，授業力の向上に継続して
努める。
・特別支援教育の視点を取り入れながら，デジタル教材
や視覚教材を積極的に活用することで，分かりやすい授
業づくりに継続して努める。
・児童が主体的に学習に取り組めるようにするために，
協同学習での役割を与えたり，良質なコミュニケーション
を促したりすることを継続して行う。

○分かりやすい
授業
教職員：97.4％

○授業の分かり
やすさ
保護者：88.0％
児童：92.9％

○学習意欲
教職員：100.0％
保護者：86.7％
児童：87.9％

A

・校内研究では，教員が一人一回の研究授業を行い，授
業力の向上に努めた。授業の導入の仕方を工夫し，児
童に問いを持たせることで主体的に取り組むようになっ
ている。
・デジタル教材や具体物等を活用し，より分かりやすい
授業にしていきたい。
・主体的，対話的で深い学びに迫るために，効果的な協
同学習を取り入れた授業づくりを研究していく。

・自己評価は適切である。
・授業を参観していても，各先生方の授業づくりの工夫が
見られる。さらなる授業力向上を目指し取組を継続して
ほしい。
・一方で，アンケート調査において「授業のわかりやすさ」
を問う設問の適切さには疑問が残る。保護者にとっては
回答しにくい項目でもあるため，より具体的な取組に焦
点づけた設問にする，対象者から保護者を除外する等，
検討していただきたい。

⑧国語と算数の単元テストの正答
率８割以上の児童が，８０％以上
である。
（教職員）
【学力向上】

教職員：69.2％ Ｃ

・全教科，全領域で岡山型授業のスタンダードを取り入
れ，児童が見通しを持って学習に取り組むことができるよ
うにする。
・単元テスト後に，正答率が低い問題は，プリント学習や
宿題等で復習することで，確実な習得を目指すようにす
る。
・学年会などで学年主任の豊富な実践経験をもとに，若
手教員に指導助言を行うことで，指導技術の向上を図る
ことを継続して行う。

教職員：56.5％ C

・新学習指導要領の求める力について校内研修等で全
教職員に理解を促し，授業改善を目指す。
・基礎的な内容理解が不十分な児童には個別支援を
行ってきたが，まだ十分な成果が出ていないので，今後
は家庭との連携も行いながら進めていく。

・自己評価は適切である。
・引き続き取組を継続してほしい。新学習指導要領での
学習が始まる中，どういった結果となるのか期待してい
る。
・現行の支援体制では限界もあるのではないだろうか。
個別支援の体制を充実させるため，支援員の増加等も
市へ要望していただきたい。

⑨家庭で学年×１０分＋１０分勉
強しているという回答が８０％以上
である。
（児童，保護者，教職員）
【学力向上】

教職員：85.7％
保護者：77.7％
児童：86.3％

Ｂ

・授業と家庭学習の課題を関連付けることで，学習内容
の定着を図る。
・ナイスノート週間後，各クラス代表のナイスノートを校内
に掲示することで，児童，保護者が見学する姿が数多く
見られた。家庭での自主学習の進め方を児童や保護者
に啓発することができた。
・がんばりカード（家庭での記録）に日々の家庭学習時間
の欄を設けることで児童や保護者への意識付けをし，極
端に数値が低い児童には個別に指導する。

教職員：100.0％
保護者：77.2％
児童：84.6％

B

・授業と家庭学習の関連付けを継続して行う。
・ナイスノートに限らず，家庭学習のよい取組を児童に伝
えていく。
・懇談や通信で家庭学習のねらいや方法を伝えること
で，保護者と連携を図っていく。

・自己評価は適切である。
・「ナイスノート」に選ばれることを楽しみにしている児童
も多いようだ。今後も継続してほしい。

⑩学校から積極的に情報発信が
行われているという回答が８５％以
上である。
（保護者，教職員）

教職員：74.4％
保護者：90.5％

Ｂ

・引き続き各種の便りやホームページの更新により，学
校の取組を知らせる。
・学級懇談やＰＴＡ支部会等において出た保護者からの
声を校内で共有して取組にいかす。

教職員：83.8％
保護者：90.8％

B

・各種の便りやホームページの更新により，学校の取組
を知らせている。ホームページの更新が滞ることがあっ
たので，タイムリーな発信を心掛けたい。
・本年度は年４回，参観日後の学級懇談を行った。参加
者を増やす工夫していく。
・総社東中学校区「きらめきＥＡＳＴ」として，「学びのたよ
り」を年３回発行し，各校園の取組を発信している。

・自己評価は適切である。
・先生方には「児童と向き合う時間の確保」を大切にして
いただいたうえで，今後も学校としての情報発信を行って
いただきたい。
・情報発信を行う上では，「受け手である保護者がどう
いった情報を欲しているのか」という情報収集も必要だと
考える。今後は，学級懇談等の対面での対話の機会を
利用し，情報収集にも努めていただきたい。

⑪校舎改築に伴う安全策を工夫
し、校内外の安全確保の取組を
行っているという回答が８０％以上
である。
（保護者，教職員）

教職員：93.3％
保護者：94.5％

Ａ

・保護者や学校支援ボランティアと協力しながら，大勢の
目で児童を見守る体制を作る。
・ＰＴＡ地区役員や学校支援ボランティアと積極的に情報
交換を行い，危険個所や登下校の様子を把握して指導
にいかす。
・新校舎での安全な過ごし方について，ルールに従って
生活できるように繰り返し指導する。

教職員：97.6％
保護者：95.4％

A

・学校支援ボランティア（たすきボランティア）と協力して
登下校の安全の確保に努め，工事による通学路の変更
にも対応できた。
・ボランティアや地域の方からの情報提供を受け，速や
かな児童の指導や対応に努めた。
・児童は新校舎での生活に慣れてきて，ルールも理解し
てきた。ルールを守って気持ちよく生活できるように引き
続き指導する。

・自己評価は適切である。
・学校支援ボランティア（たすきボランティア）と協力した
見守り体制ができている。今後も継続してほしい。
・「子ども110番の家」，学校支援ボランティア，学習支援
ボランティア等は，登録数と稼働数が一致していない。そ
のため，組織としてどういった体制で動いているのか，現
在も「子ども110番の家」として利用できる家はどこなのか
等，実態が分かりにくい。開かれた学校づくりを進め，児
童の安全を守るためにも実態把握に努めてほしい。

１
心
の
教
育
の
充
実

【やさしい子】

１　道徳教育，人権教育，だれもが
行きたくなる学校づくりの取組を充
実することにより，児童が気持ちの
よいあいさつや思いやりの心を生
活の中で実践することができるよう
にする。

２　「すきだ総社小学校運動」すす
んで挨拶，きちんと整頓，だまって
掃除を推進する。
（総社を愛す子供）（心優しい子
供）（礼儀正しい子供）

自己評価（中間） 自己評価（最終）学校
経営
目標

具体的計画 令和元年度の達成基準

２
健
康
・
体
力
作
り
の
推
進

【たくましい子】

３　健康教育，特別活動を充実す
ることにより，児童に基本的な生活
習慣を身に付けさせる。

４　目標を持って主体的に体力づく
りに取り組み，最後まで粘り強く頑
張る心を育てる。

３
確
か
な
学
力
の
育
成

【すすんで学ぶ子】

５　児童が主体的・対話的で深い
学びを実践し確かな学力が身に付
けることができるように授業改善を
行うとともに，朝学習や総小チャレ
ンジの時間を有効に活用し学力補
充に取り組む。

６　学習規律の徹底や教室内外の
整頓に心掛け，落ち着いた学習環
境をつくる。

７　総社東中ブロックの学校園と連
携し，ノーメディアの取組を推進す
るとともに，家庭学習の充実を図
る。

４
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

８　各種の便り，ホームページの更
新，学校評価，学校公開等によ
り，積極的に情報を発信する。

９　きらめきＥＡＳＴの幼稚園，小・
中学校や家庭・地域・関係機関等
との連携を深め，児童の健やかな
成長を図る。


